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１．研究計画の概要 

本研究は、インドにおいて両性具有者のイメ
ージを付与されることの多い「ヒジュラ」とカナ
ダのファースト・ネーション（先住民）の中で
発見された「ベルダーシュ（Man – Woman と
も表現される）」を考察の対象に据えて、性
と装いの境界を超える異性装の特殊性と普
遍性について、文献研究と海外調査の二
側面から考察することを目的とする。 
 

２．研究の進捗状況 

日本国内での文献研究を継続させながら、海
外調査を毎年実施している。初年度はインド、
次年度はカナダ、そして昨年度はインドで現
地調査を実施した。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している：理由）異性
装の比較研究をするにあたり、特異な衣装を
纏う反復行為がもつ文化的意味の探求を切
り口としたが、カナダのベルダーシュに関し
ては、衣装を纏うという行為の重要性よりも、
自らの先住民性の主張との先住民の世界観
を回復させる儀礼の反復がより切実な課題
であることが明らかとなった。かつて先住民
を支配していた西洋人によってベルダーシ
ュと名付けられた人々は、今日のカナダ社会
において「セクシュアル・マイノリティ」の
中の「先住民」という二重に差異化された状
態にあり、それ故に、どちらの社会運動にお
いても中心となれず、曖昧な状況に置き去り
にされている。言い換えれば、ベルダーシュ
は、異なるものを分節／整理／排除していく
社会の仕組みの弊害を直に被っており、周辺
のさらに周縁に追いやられている。その問題
を自ら打開するために、彼らは政府の保護下

に置かれる道を選ばず、独自のやり方によっ
て、かつて先住民社会に息づいていた世界観
全体を回復するための儀礼活動を地道に行
い、その活動と共に、先住民世界でのベルダ
ーシュの存在意義を唱えている。 

 それに対して、インドのヒジュラの場合、
都市と村落とでの違いはあるものの、乞食遊
行と同様な扱いを受け、未知なる神の領域に
属す存在として人々からの歓待を受ける。イ
ンドとカナダ先住民社会は、ほぼ同時期に英
国の植民地支配を受けており、西洋からの部
外者によってヒジュラとベルダーシュはど
ちらも性的逸脱者と名指しされてきた。さら
に、今日では「第三のジェンダー」との切り
取りもなされているが、しかし、両者を取り
巻く今日的状況は大きく異なり、とりわけイ
ンド社会におけるヒジュラの場合はジェン
ダーの問題に還元し得ない現世放棄の制度
によって周縁へと排除されることを免れて
いるといえる。 

 

４．今後の研究の推進方策 
最終年度は、インドにおける現世放棄という
制度そのものを考察の対象とし、文献研究と
現地調査の二側面から実施する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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